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教科書は教えてくれない「企業商標実務のリアルと本質」がココにある！

企業と商標のウマい付き合い方談義
友利 昴 著 A５判 全248頁 定価2,860円（本体2,600円）

2024年10月29日発行 ISBN978-4-8271-1404-1

どのような企業の商標業務にも、共通するプロセスや基本動作があります。しかし、

それらにまつわる判断基準や工夫、テクニックなどが一冊にまとめられる機会はほとん

どなく、企業の商標担当者はいつも悩みを抱えています。本書は、商標法の教科書が

教えてくれない、企業商標実務上のさまざまなノウハウや考え方について、そのリアル

と本質を、会話形式で分かりやすくまとめ、悩みを解消する手助けをします。

◆類似商品・役務審査基準 国際分類第12-2025版対応

特許事務所60年の経験・ノウハウの発展

競争力を高める特許調査分析～つながる特許調査分析～
弁理士法人志賀国際特許事務所 知財実務シリーズ出版委員会 編

A５判 全428頁 定価3,520円（本体3,200円）2024年12月19日発行

ISBN978-4-8271-1411-9

企業の競争力を高めるために無形資産である知財資産の活用が重視され、特許調

査分析の役割も増しています。本書は「つながる特許調査分析」をテーマに、志賀国際

特許事務所がこれまで培ってきた実務経験に基づき、特許調査分析を出願権利化等

の知財活動との共創に発展させるものです。企業の知財部門や特許事務所がスキル

を向上させ、産業の発展に貢献することを目的として、特許調査の基礎から企業分析

のための事例、報告書の例に至るまで幅広く紹介しています。

SEPやFRANDをめぐる時代の潮流を理解できる一冊！

標準必須特許ハンドブック第３版
FRAND研究会 編・著 A５判 全480頁 定価3,960円（本体3,600円）

2025年1月23日発行 ISBN978-4-8271-1410-2

AI等の技術革新に伴い、新製品・サービスが次々と生み出される近年において、標

準規格は研究開発への投資効率や関連市場の形成、ユーザーの利便性向上に寄与

する一方、その背後には多くの特許権が存在し、標準必須特許（SEP）に係る訴訟が

世界中で頻発しています。本書第３版は、最新の技術トレンドやコネクテッドカーの

SEP問題、世界各国のガイドライン、判例等を詳述し、各国の司法・行政機関の取組も

紹介しています。
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標準必須特許ハンドブック 第３版 3,960円 360円

競争力を高める特許調査分析 3,520円 360円

企業と商標の
ウマい付き合い方談義 2,860円 360円

AI関連発明の特許明細書の書き方 2,420円 360円

最近の知的財産における諸課題
藤本昇先生喜寿記念論文集 7,700円 550円

特許出願の中間手続基本書 第５版 3,850円 360円

商標法講義 第２版 5,280円 360円
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◆書籍の内容：出版チーム TEL 03-3502-5433

◆発明推進協会のHPから書籍のご注文をいただいた場合、

「ネット限定サービス」として送料は全国一律の215円！

合計で3,000円以上のお買い上げの場合は送料無料！

https://www.jiii.or.jp ➡「発明推進協会の本」をclick！
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お問合せ窓口：一般社団法人発明推進協会 総務グループ 総務チーム 〒105－0001 東京都港区虎ノ門2-9-1 虎ノ門ヒルズ 江戸見坂テラス
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ニッポンのモノづくりと知財部を応援する月刊「発明」

T H E I N V E N T I O N

February 2025

発明 ２月号 A４変形判 定価980円（年間購読料10,500円／送料込み）

Special Reports ADRを活用した知財紛争の解決

知財担当者にはさまざまな相談が寄せられる。「○○の新しい仕組みを考えました」と
いう前向きなものもあれば、「△△社がうちの商品をまねている」「共同研究をしていた
○×社が、勝手に特許出願をしてしまった」など、紛争の火種になりそうなものもあるだ
ろう。
今回は知財紛争の解決手段の一例としてADRを取り上げるとともに、知財分野の

ADRで長年大きな役割を果たしてきた日本知的財産仲裁センターの活動を紹介する。

◆第12回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト

◆イノベーションの軌跡

◆バックパッカー弁理士の知財旅

◆アセアン知財事情

◆知財コソコソ噂話

◆特許よもやま話

◆知財部さん、いらっしゃ～い。

◆知的財産権判例ニュース

◆新しいタイプの商標等と需要者アンケート

◆スマート農業と知的財産・データ利活用

◆米国特許取得ストラテジーマニュアル

◆少し深読み 特許法

◆米国における特許権および著作権の消尽

◆変容する国際知財戦略～知財立国の夢とその後


